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令和５年度 研究推進計画 

廿日市市立大野東小学校 

 

 

１ 学校教育目標 

自ら学び 共に高まる 児童の育成 

～家庭・地域の人と共に力を合わせて～ 

 

２ 研究主題 

伝え合う学習活動を通して，児童の思考力・表現力を育成する算数科の授業改善 
 

３ 研究主題設定の理由 

   昨年度は，「伝え合う学習活動を通して，児童の自己有用感を高める」ことを研究主題として，

児童の「主体的な学び」を促すため，学級活動で培った課題を解決するための話し合い活動を教科

学習にも活かす研究を進めた。ペアトークやグループ学習，全体共有等，「伝え合いの場」を教科

等の授業に効果的に取り入れることで，児童が積極的に自分の考えを友達に伝え合おうとする姿が

よく見られるようになってきた。昨年度の「伝え合う力」についての学校評価アンケートの結果は

以下の通りである。 

    

年度当初と比較しても，肯定的評価は上がっている。しかしながら，自己表現をすることに対し

て苦手意識をもっている児童も多く，それを払拭するための指導の工夫を検討していく必要がある。

今年度はさらに，児童が主体的に自分の考えを伝えたり，友達の考えを聞いて思考を広げたり深め

たりしたくなるような「伝え合い」の在り方について研究を進めていきたい。  

 

   また，昨年度の 1月に実施した標準学力調査の結果では，国語科は，概ね全国平均，市平均より

も平均正答率が上回っていた。また，思考・判断・表現に係る記述式の問題に対しての平均正答率

も，全ての学年が５０％以上で，全国平均よりも２ポイント以上上回った。 

一方，算数科の結果は以下の通りである。 

                         （※△：上回る，▼：下回る） 

 観点 校内平均正答率（％） 市平均正答率（％） 全国平均正答率（％） 

1学年 知識・技能 92.4 90.8（△1.6） 86.9（△5.5） 

思考・判断・表現 73.8 73.3（△0.5） 67.9（△5.9） 

2学年 知識・技能 76.5 78.1（▼1.6） 74.5（△2.0） 

思考・判断・表現 54.2 57.7（▼3.5） 52.2（△2.0） 

3学年 知識・技能 74.7 78.6（▼3.9） 75.1（△0.4） 

思考・判断・表現 62.9 67.9（▼5.0） 59.2（△3.7） 

4学年 知識・技能 69.0 74.4（▼5.4） 72.2（▼3.2） 

思考・判断・表現 51.5 56.8（▼5.3） 56.6（▼5.1） 

学校評価 

アンケート 

対象者 
学校評価アンケート項目 

R4年度 結果 

当初 最終 

児童 自分の考えを積極的に伝えている。→肯定的評価 62.9％ 74.6％ 

教職員 児童が自己表現する方法選択できるように，様々な表現方法を指

導した。→肯定的評価 
－ 87.0％ 
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5学年 知識・技能 70.3 71.9（▼1.6） 66.0（△4.3） 

思考・判断・表現 55.2 55.6（▼0.4） 50.1（△0.4） 

6学年 知識・技能 69.8 74.4（▼4.6） 74.8（▼5.0） 

思考・判断・表現 57.8 59.4（▼1.6） 60.1（▼2.3） 

 

   ２～６学年は，「知識・技能」「思考・判断・表現」のどちらの観点においても市平均を大きく

下回っている。特に，思考・判断・表現に係る記述式の問題に対しての平均正答率は，30％前後と

低かった。授業の中で，問題を解決するために，見通しをもち筋道立てて考えたり，説明したりす

る力を付けていくための指導の工夫が必要である。 

   算数科の授業において，本校で育てたい資質・能力である「伝え合う」学習活動を通して，児童

の思考力・表現力を育成し，「分かる」を実感できるようにするため，この研究主題を設定した。 

 

３ 研究の仮説 

 

 

 

 

 

 

 

４ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数科の授業を中心に・・・ 

①問題場面について正確に情報を捉えさせる工夫をするとともに，②既習事項との関連を図りなが

ら解法の見通しをもたせ，③考えの理由や根拠を筋道立てて互いに伝え合わせる場を設定すること

で，児童の思考力・表現力を向上させることができるだろう。 

ユニバーサルデザイン 

学級経営 

課題解決型学習 

自ら学び 共に高まる 児童の育成 

～家庭・地域の人と共に力を合わせて～  

 

【ねらいに迫る伝え合いの場の設定】 

〇ペア，グループ学習等の形態の工夫 

〇話合いや聞く際の観点を明確に示す。 

→話し手・聞き手を育てる。 

〇児童の発言をつなげるファシリテート 

〇児童の考えを再構築する場の設定 

【算数科における論理的思考力を育成

するための指導の工夫】 

〇問題場面を正しく捉える。 

〇既習事項との関連を図りながら解法 

の見通しをもつ。 

〇筋道立てて考察する。 

〇数学的表現を用いて，簡潔・明瞭・的 

確に伝える。 

〇適用題，振り返りをして，定着を図る。 

 

主体性 

思考力・表現力の向上 

自己有用感 
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５ 研究の内容と取組 

（１）算数科における論理的思考力を育成するための指導の工夫 

  ①問題場面を正確に捉えさせるための導入の工夫 

→・「分かっていること」「求めること」を明確にさせる。  

・問題場面について数量や図形などの関係に着目させる。 

   

  ②見通しをもたせるための工夫 

→・既習事項との違いを明らかにさせる。 

・新しい課題を焦点化した上で，既習事項をどう活用していくのか共有させる。 

   

  ③筋道立てて考え，表現させる工夫 

   →・自分の考えをもったり，表現したりするための支援の工夫を行う。 

     （学習用具の準備，発問の工夫等） 

・算数用語と接続語のキーワードを示す。  

・説明の書き方や言い方のモデルを示す。 

     （根拠，順序等が伝わる，簡潔な説明） 

    ・式や図，表，グラフの意味を明確にし，対応させた上で言語化させる。 

 

（２）互いの考えを伝え合う場の設定 

 ①伝え合いの視点を明確にさせるための工夫 

  →・ねらいを達成するために，「何を話し合うのか」という視点を明確に示す。 

   

②目的に応じた場の設定 

  →・実態やねらいに応じて，ペアでの交流，グループでの交流，全体での交流等，「伝え合い」

の形態を工夫して設定する。 

 

 ③考えを構築，再考，広げ深めるための工夫 

  →・伝えたくなるような相手や場の設定，振り返りの充実 

   ・自分の考えとの比較をさせる。（共通点・相違点） 

   ・考えを再構築する時間の設定。 

 

 ④算数科における「伝え合い」の場の設定 

   →・多様な考えを出した後，「収束を図るのか」，「より速く・簡単・正確に求めることができ

る解法を考えるのか」を明確にした上で発問をし，児童の思考を深めさせる。 

 

  ※（１）（２）については，個の実態に合わせた適切な指導・支援を工夫していく。 

 

６ 検証項目 

  ① 標準学力調査（算数科）の平均正答率が，全国平均を２ポイント以上上回る。 

  ② 学校評価アンケート 

 【児童】  

・「自分の考えを積極的に伝えている」 

   ・「友達の考えを聞いて，『なるほど』と思ったり，新しいことに気付いたりしている」 
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７ 研修計画 

月 校内研修（研究に関連した内容） ◎授業者 講師 

 ５ ２５日（木）理論研修Ⅰ（今年度の方向性）  

 ６ ２２日（木）理論研修Ⅱ（算数科の授業づくりについて）  

 ７  ５日（水）授業研究Ⅰ（算数科 第５学年） 

※事前研修： ６月２２日（木） 

 ５年 ４組 

◎加藤 葉子 

 

夏季

休業 

  日（ ），  日（  ）理論研修Ⅲ・Ⅳ 

（各学年・ブロック授業研究会議） 

８月下旬 小中合同研修会（理論研修） 

 

 ９ 

 

７日（木）授業研究Ⅱ（算数科 第   学年） 

※事前研修： １日（金） 

  年   組 

◎    先生 

 

１０ １２日（木）授業研究Ⅲ（算数科 第   学年） 

★小中合同研修と兼ねる（予定） 

※事前研修： ６日（金） 

  年   組 

◎    先生 

 

１１ ９日（木）授業研究Ⅲ（特別支援学級） 

※事前研修： ２日（木） 

  年   組 

◎    先生 

 

 １ ２５日（木）理論研修Ⅴ（研究のまとめ・次年度に向けて）   

 

※ 公開授業をされない学年は，ブロック研修にて算数科の授業をしていただきます。 

 

 


